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Chapterl

はじめに

1.1概要

現存する情報検索システムは、「文書」の検索システムであり、ユーザは検索さ

れた文書を読んで必要な情報を取り出さなければならない。これに対してユーザ

が持っている質問(情報要求)に対して、より直接的に答える技術を開発しようと

いうのがQAシステムである。例えば、「1994年に交通事故で死んだ人は何名で

すか?」と質問されたら「16,049人」と答えるシステムである。このように自然言

語の質問文に対し文書集合から解答を抽出する日本語質問応答システムについて

報告する。

QAシステムは次のような段階を踏めば良いと考えられている。

1．質問文の解析

2.文書データの検索

3.検索結果の文書の解析

この三段階で処理を行う枠組みはすでに提案されているが(1)、どの程度うまくい

くかは未知数である。
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本研究の目的はQAシステムを試作することとQAシステムの問題点を整理す

ることである。

今回TRECQAtrackを参考に、人数表現を尋ねる質問を26問用意し、新聞

記事より検索し、評価を行った。独自のシステムで検索した結果、新聞記事中に

答えのあるものならば50%で解答を得ることができた。

本論文の構成1.2

Chapter2ではQAシステムについて述べる。QAシステムはIRアプローチと

IEアプローチの大きく2種類に分類される。ここでは2つのアプローチ方法を説

明し、さらに本研究で用いたIEアプローチについて詳しく述べる。

Chapter3では全文検索システムのNamazuについて述べる。Namazuの用いて

いる手法や基本構成について説明する。

Chapter4では本研究の目的の一つであるQAシステムの試作について述べる。

概要、工夫点などを説明し、完成までの手順を説明する。

Chapter5では本QAシステムに複数の質問文を入力し、その精度をはかる実験

について述べる。

Chapter6では実験の考察を述べ、さらに本研究の目的の一つであるQAシステ

ムの問題点についても述べる。

侭

f'一､
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Chapter2

QAシステム

米国では情報検索コンテストTRECが90年代初頭から継続して開催されてお

り、1999年湫にTREC-8{21131が開催された。TREC-8では、QA､WEBという2

つのタスクが新たに導入された。TRECは情報検索の分野では最先端の会議であ

り、そこで取り上げられるタスクは今後重要な応用になると考えられている。そ

のためQAシステムは今後の自然言語技術にとって重要な研究テーマである。

TREC-8に参加したQAシステムがとっている手法は、大きく以下の2種類に

分類される。

(A)情報検索技術を直接適用した手法(IRアプローチ）

(B)情報検索にNLP・情報抽出技術を融合した手法(IEアプローチ）

2．11Rアプローチ

文書を細かいパッセージに分割し、検索結果の上位5パッセージ(またはそれ

を若干修正したもの)を回答とする手法である。ただし、ベクトル空間法のよう

な手法よりはむしろ、coordinationmatchによるランキング(含まれる検索語の種

類が多いほど上位にランクされる)や、検索語のパッセージ中での出現位置の近

さを考慮した重み付け手法などがとられていることが多い。
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2.2IEアプローチ

質問文や検索結果の文書に対して形態素・構文解析や情報抽出処理を行い、こ

れにより得られた情報を元に文やパッセージのフィルタリングやスコアリングを

行うものである。

TREC-8の参加システムの多くはIEアプローチの手法をとっているので、本研

究でもこちらを使用する。以下のような手法が、IEアプローチの典型である。

(a)質問文の解析

質問文を解析し、検索に使う語、および質問タイプ(答えとして何を求められ

ているのか)を決定する。

(b)文書データの検索

(a)で得られた検索語により、検索を実行して文書を得る。ここで検索された

上位ランクの文書が、以降の処理の対象となる。

(c)検索結果の文書の解析

検索結果文書を文単位に分割し、各文ごとに解析を実施する。ここで、構文解

析、固有表現や数値表現の抽出処理が行われる(以下、固有表現・数値表現を会

わせてNE(NamedEntity)と呼ぶ)。

(d)文またはentityのスコアリング

上位5件を求めるためにスコアリングを行う。coordinationmatchや検索語の

出現位置の近さから重み付けするもの、質問タイプとNEとの間の適合度算出、

語の種類別の重み付け、ルールの適応/非適応による加点/減点など、さまざまな

手法が試みられている。
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(e)結果の整形

スコアの高い文やentityについて、最終的な回答文字列が短くなるように結果

を整形する。質問タイプに合致する語句を中心に、その周辺部分を切り出す手法

が主流であるが、その他にも、不要語等を取り除いて単語の羅列にする、複数の

文からNEや検索語周辺部分を抽出して結合する、といった手法も試みられて

いる。
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Chapter3

全文検索システム

全文検索システムは、データベースの一種である。ただ、一般的なデータベー

スはあらかじめ検索用の項目を作成しておくが、全文検索システムではすべての

データが検索の対象となる。ここが「全文」といわれるゆえんである。全文検索

システムの構造をFigure3.1に示すも

もっとも、一般的なデータベースでも全文検索は可能である。ただ主たる目的

ではないためにインデックスが作成されておらず、大変時間がかかってしまうの

である。逆に全文検索システムでは検索対象を文法的に解析して単語に分割し、

自動的にインデックスを作成するのでインデックス作成には時間がかかるが、検

索自体は高速である。

最も知られた全文検索システムは、いわゆるWebエンジンである。あれほど扱

う情報が多くなると大規模なシステムが必要となるが、自社のサーバだけならフ

リーのシステムでも十分対応できる。それが今回紹介するNamazuである。
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3．1Nannaznn

「Namazu」とは、手軽に使えることを第一に目指した日本語全文検索システム

であり、作者は愛知大学の高林哲氏(現奈良先端科学技術大学院大学生)である。

Namazuには、フリーソフトウェアとしては画期的な多くの特徴があるI41[51°ま

とめると次のようになる。

1．各種プラットホームに対応

2.高速な検索を実現

3.多くの検索方法をサポート

4.検索結果表示の柔軟性

5.正確なHTMLの取扱い

6.複数のインデックスからの検索をサポート

7.多彩な検索クライアント

次にNamazuで「できること」と「できないこと」をまとめておく。

Namazuでできること

・一つの計算機の、一つまたは複数のディレクトリの下にある文書ファイルを

指定して、それらの中の単語を調べ、どの文書ファイルにどの単語が含まれ

るかをインデックスに書き出しておく

・利用者が入力した検索式と、上記の単語を比べて、その単語が含まれている

文書ファイルを表示すること

・上記単語の指定は、単語の一部分ではなく単語全体である。よってsysと指定

してもsysytemは見つからない。そのような時はsys*や*sys*のように前後
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に*を付けることによって､sysで始まる単語(sys*)､sysを含む単語(*syJ)、

sysで終了する単語(*sys)と入力する

。作られたインデックスの利用はコマンド行、またはcgi-binが動くHTTP

serverをWebブラウザを通じて利用する形で行なう

Namazuでできないこと

・他の計算機にまで文書ファイルを取りにいって検索すること

。「一日に100万回の利用件数がある」というような大規模な構成のつかい

かた

3.2インデックス法

全文検索システムのインデックスは、書籍の索引とまさに同じ機能を持ってい

る。全文検索システムの場合、インデックス作成で作られるインデックスは、ど

の単語がどの文書(Webページ)に含まれているかを示すものである。通常の本

の場合には、重要と思われる単語についてのみ筆者がいくつか抜き出し、その単

語についてのインデックスだけが作成される。一方、全文検索システムの場合は、

文書に含まれるすべての単語についてのインデックスを作成することが通常行な

われる。検索時の処理はコンピュータが行なうのであるから、多少無駄な単語が

インデックスに含まれていたとしても、それはインデックスの容量を若干増やす

という方向になるが、そのことが検索スピードを遅くするという要因にはならな

い。ここでインデックスの概念図をFigure3.2に示すも

3.3検索手法

ファイルごとに文字列一致を行なうgrepなどの原始的な検索方法とは違って、

全文検索システムは圧倒的に速く検索結果を得ることができるのが最大の特徴で

13



宕果を得る
ユー務

対象データ
垣
１
吋
即
、
‘
武
』
申
諾
寺
・
申
・
一

円 塗ごﾆク鵜蕊
簿

鍔や
､｡P路･■、-

-.--･■c･や･OB･■･■砧.｡、

密蔵醗
唖

、、、.◆ﾛ､…

蕊

◇-◇◇-C今bq■ﾛ■
や一句■■●③■●

4-■GGbロー■PC

ｮ■pcG－bI■甲1
，%℃■●､、…

凸一◇-s■‐+■◆●牛G

I■』1勺■C■

d識蕊

◇-◇◇-C今bq■ﾛ■
や一句■■●③■●

4-■GGbロー■PC

ｮ■pcG－bI■甲1
，%℃■●､、…

凸一◇-s■‐+■◆●牛G

I■』1勺■C■

d識蕊
§ 蕊..品蕊

恋識
句■､■金貼 蕊

索

キーワー臆がわかれば

インデックスによって、＊

対象データの位置もわ
かる

場所
『‘：‘，‐、

ﾉdata/are/
,ニーごﾞ'

/roOt/home/
’‐．』‐ニー－γ

h廿p:"WWWC

キーワード
③■

I｣A:．。。

､､B･｡。

ギーワ:や
③■

I｣A:．。。

C-6.℃

合､

Figure3.2:インデックスの概念図

14



/ー、

ー、

あるといえる。

検索方法としては、AND検索とOR検索およびNOT検索など、データベース

検索における基本的なものをNamazuはサポートしている。この3つを使いこな

せるようになれば、ほとんどの局面に対応できる。

AND検索は、一般的には、

wordlANDword2

のように入力し、wordlとword2の両方が含まれるページを検索するために用い

る。データを絞り込むためには必要不可欠な機能である。また、ANDを省略すれ

ば、デフォルトでAND検索になる。

OR検索は、複数の検索語のうち、一つ以上の検索語が含まれるページを検索

するために用いる。OR検索は、検索対象を広げることはできても絞り込むこと

はできない。

wordlORword2

のように、検索語を羅列することによって、wordlあるいはword2が含まれるペー

ジを検索できる。

NOT検索は、

wordlNOTword2

のように用い、word2が含まれないページを検索するために用いる。NOT検索

は、単独で用いられることはまずないが、AND検索やOR検索と組み合わせて用

いられ、検索データの絞り込みを行なう際に、重要な役割を果たすも

以上のような3つの基本的な検索方法以外に、フレーズ検索および中間一致、

後方一致、正規表現による検索もサポートしているなど、利用者のニーズに応じ

た自由度の高い検索を簡単に行なうことができるようになっている。
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3.4ランキング

一般に全文検索システムでは、キーワードを含む文書に対して、それぞれの文

書がどの程度検索条件にマッチしているかを示す指標として「スコア」と呼ばれ

る点数付けを行ない、そのスコアの順に並び替えたものを検索結果として出力す

る。これをランキングと呼んでいる。ランキングの方法は、

1.検索語の頻度

2．ファイルサイズ

3.文書の構造

などを利用して総合的に評価してランキングを行なう。つまり、キーワードとな

る文字列が複数出現している文書、あるいは、キーワードとなる文字列をタイト

ルや見出しの中に含んでいる文書などには高い点数が与えられる。

3.5NaTnazuの基本構成

Namazuはインデックスの作成を行なうmlmmzコマンドと、検索を行なうna=

maZuコマンドから構成されている。

インデックスを作成するにはmlmmzを用いる。mlmmzの引数にはインデックス

作成の対象とするディレクトリ名を与える。たとえば、/home/foo/public_html

を対象とするならば、

mknmz/home/foo/public_html

と実行する。すると、/home/foo/public_html以下の*.html*.txtといったファイ

ルに付いて索引付けを行ない、mknmzを実行したディレクトリにNMZ.*という

ファイルが作成される。このNMZ.*ファイルがNamazuのインデックスである。

Tnknmzのコマンドオプションはいろいろあるが、今回使ったものを示すb
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-a全てのファイルを対象とする

-C日本語の単語のわかち書きにChasenを用いる

-Oインデックスの出力先を指定する

作成されたインデックスに対して検索を行なうにはnamaZuコマンドを用いる。

namazubar/home/foo/Namazu/foobar

と実行すれば､/home/bo/Namazu/fbobarにあるインデックスに対してキーワー

ドbarを検索する。namaZuのコマンドオプションはいろいろあるが、今回使った

ものを示すb

-O指定したファイルに検索結果を出力する

-n一度に表示する件数

-S短い書式で出力する

-hHTMLで出力する

また、複数のキーワードを検索に使う時は、検索式を''ではさむ。
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Chapter4

QAシステムの試作

4.1概要

本研究では、質問文のタイプを人数を聞くものに限定する。検索の対象は毎日

新聞の記事95年度1年分を使用する。以下のような手法が本研究で試作したQA

システムの流れである。

(a)質問文の解析

質問文を解析し、検索に使う検索式を作成する。本研究では「名詞」「未知語」

を検索式候補とし、さらに、その検索式候補より「名詞一接尾」「名詞一副詞可

能」「名詞一代名詞一一般」「名詞一数詞」に分類される語を除外し、「数」「人」

｢合計」を除いたものを検索式とした。

(b)文書データの検索

(a)で得られた検索語により、検索を実行して文書を得る。ここで検索された

上位ランクの文書が、以降の処理の対象となる。検索にはNamazuを使う。

(c)検索結果の文書の解析

検索された文書をChaSenにかけ「～人」という単語を解答候補として抜き

出す。
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(d)文またはentityのスコアリング

上位5件を求めるためにスコアリングを行う。本研究のスコアリング法として

は、文書内に含まれるキーワードの数を1点とし、解答候補とキーワードが同一

文内ならば30点、同段落内ならば20点、同文書内ならば10点としてその合計

点を解答のスコアとした。

(e)結果の整形

スコアの高い順に解答を並び替えて表示する。また、解答を含む文書を参照で

きるようにする。さらに見やすさを向上させるためJAVAで作成した表示系プロ

グラム{61を用いた。概観をFigure4.1に示すも

4．2 検索式の作成

質問文から検索式を作るには、単純に名詞だけを全て抜き取り、それを検索式

とする方法が通常用いられる手法である。しかし、この方法では精度が悪い。検

索をAND検索で行っているためキーワードの数が多すぎて文書が検出されない

ためである。そこで本研究はキーワードを抽出した際に不要と思われる単語を除

外することにした。

質問文をChasenにかけるとTable4.1とThble4.2ような結果が出る。

これらよりキーワードとなりそうな単語は「名詞」と「未知語」に含まれてい

ることがわかる。さらにキーワードとならなそうな単語は「名詞一代名詞一一般」

｢名詞一接尾」「名詞一副詞可能」「名詞一数詞」に分類される語と「数」「人」「合

計」などだとわかる。

4．3 検索結果の解析

前述の方法で作成した検索式を用いて新聞記事より検索する。検索結果より解

答候補(本研究では「～人」）を抜きだし、スコアリン久ソートを行い出力する。
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Thble4.1:Chasenによる質問文の解析結果(その1)

未知語

名詞-接尾-一般

助詞-格助詞-一般

動詞-自立

助詞-接続助詞

動詞-非自立

助動詞

名詞-一般

助詞-係助詞

名詞-数

名詞-接尾-助数詞
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Chasenによる質問文の解析結果(その2)Table4.2:Chasenによる質

これコレこれ

までマデまで

将棋ショウギ将棋

のノの

名人メイジン名人

名詞-代名詞-一般

助詞-副助詞

名詞-一般

助詞-連体化

名詞-一般

助詞-格助詞-一般

動詞-自立

助動詞

名詞-一般

助詞-係助詞

名詞-サ変接続

名詞-数

名詞-接尾-助数詞

八

ににニ

なっナシ

たタ

人ヒト

る

計

な
た
人
は
合
何
名

はハ

イケウ
ン
イ

ゴ
ナ
メ

計合
何
名

/一､

EOS
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TRECではさまざまな手法でスコアリングが試みられているが、本研究のスコア

リング法は、キーワードと解答候補との距離に注目した。キーワードと解答候補

が同文内にあれば30点、同段落内にあれば20点、同記事内にあれば10点とし、

さらに記事に含まれるキーワードの数を1点として解答候補にスコアを与えた。

4．4 試作

4.4.1データベース作成

新聞記事は1年分が1つのファイルとなっていたために分割する必要があった。

1年分をすぐに1記事ごとに分割するとディレクトリ内に表示できるファイル数

を越えてしまうので、まずは一ヵ月ごとに分割を行った。その後1記事ごとへ分

割した。1年文の記事はFigure4.2のようになっているので<DOCNO>のタグに注目

して分割した。記事数は111,396記事であった。それらをNamaznでデータベー

ス化する。

これらの作業を行なう際の実際のコマンドは次のようになる。まず、一ヵ月ご

とに分割するには、

%bunlntul

次に、分割されたファイルを手作業でFigure4.3のように別々 のディレクトリに移

動する。さらにblmkatu.cのfbpen部分をそれぞれのファイル名に書き換え、各

ディレクトリにコピーする。次に、一記事ごとに分割するには、

%b''nkatu

最後に、データベースを作成するには、

%mknmz-a-c-O/usr2/hoshi/index//usr2/hoshi/kiji/

と実行する。
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4.4.2質問文の解析

Chasenの入力ソースはファイルなので質問文のみを記述したファイルを作成す

る。解析結果の出力はChasenのコマンドオプション-Oを使ってファイルに書き

出した。ここでは例として「これまで将棋の名人になった人は合計何名?」という

質問文を用いる。

これらの作業を行なう際の実際のコマンドは次のようになる。まず、質問文の

みを書いたaaaファイルを作成しておく。

%emacsaaa

次に、ChaSenで解析する。

%chasen-obbbaaa

4.4.3検索式の作成

検索式を作る。改良の効果を調べるため、名詞のみを検索式とするプログラム

と不要語を除外するプログラムを作る。Chasenの解析結果とこの二つのプログラ

ムの結果はFigure4.4のようになる。

これらの作業を行なう際の実際のコマンドは次のようになる。名詞のみを検索

式とする場合は、

%meisibbb

を実行する。また、名詞のみを検索式とすると同時に不要語を除外する場合は、

%seiseibbb

を実行する。検索式の出力先は両プログラムともCCCファイルとなっている。
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ChaSenの解析結果
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Figure4.4:Chasenの結果とキーワード
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記事の検索4．4．4

検索式を使いNamazuで検索する。前述のようなコマンドオプションを用いて

この後の処理で使いやすいフォーマットで出力する。本研究では上位5件までの

記事を扱う。

検索を行なうコマンドは、

%namazu-ozzz-n5-s-h!!将棋名人!'/usr2/hoshi/index

と入力するがここではCCCファイルに書かれている検索式を読み込むので、Cプ

ログラムとsheuを使い実行する。実際は、

%watasul

でshellプログラムkanzentai｡shlを作り、

%chmoda+xkanzentai.shl

%kanzentai・shl

で実行する。また、kanzentai_shl内で実行されているkensakuによって記事名の

みをファイルに出力している(Figure4.5参照)。

4.4.5解答の作成

スコアリングのために5つの記事を文ごとに分ける。それぞれの記事をChasen

にかける。解析結果より人数表現を取り出すプログラムを作る。検索式と解答候

補を読み込みスコアリングするプログラムを作る。

記事を1文ごとに分けるのは、

%bun記事ファイル

記事をChasenにかけるのは、

%dlasen-oddd記事ファイル
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Namazuの検索結果(zzzﾌｧｲﾙ）
<STRONG>参考ﾋｯﾄ数:童/STRONG>[将樵3"][:名人:305]

</P>

くPP<STRONG識索式にﾏｯﾁする'<!"HIT->179く1"HT苫脅個の文書が見つかりました。
</STRONG></P>

NG><AHREF=｡/usr2/hoShiXkijiX1995301/950101075y>950101075y:
くZsTBONG>(score:213

<Dr>2<STRONG菱鋪HREF=9/usr2/hOShi/kjji/1995904/95"05128yP>95040512"
i(IextFile)<ﾉ矩く/鉦RONG学(Sm職165）

(xxxファイル

/usr2/hoshi/kiji"995-01/950101075y

〃sr2"･Shi/kijy:19"_O4/:950405128y
/:usr2ﾉhoshi/kij"1995-04/950405129y
/usr:2/hoShi/kijM1995-04/95:0405217y

/uSr2/伽Shiﾉkij"』1995-03/950314261y

Figure4.5:Namazuの検索結果
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解答候補を抜き出すには、

%kouho

スコアリングするには、

%hyou

を実行する。これを5つの記事すべてに対して行なうため､shellプログラムkanzen-

tai_sh3を用いる。よって、実際のコマンドは

%watasu2

でshellプログラムkanzentaj.sh2を作成し、

%chmoda+xkanzentai.sh2

%lmnzentai.sh2

を実行すると、kanzentai.sh2内でkanzentai.sh3が実行される。

4.4.6結果の表示

スコアリング結果をソートして表示するプログラムを作る。表示はスコアの上

位5位までとする。また、見やすさ・使いやすさを向上させるためJAVAを用い

て表示系プログラムを作った。

解答候補を出力するまでのコマンドを1コマンドにしたshellはkanzentaj.shで

ある。これまでの結果をtextファイルに出力しておくために、

%kanzentai.sh>text

と実行し、

%tori
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コマンドで結果をソートして表示することができる。また、JAVAのプログラム

を実行させるには、

"avaTalm

とする。

4.4.71コマンド化

全てのプログラムを1コマンドで実行するためにシェルスクリプトを用いた。

%hoshi.sh/へ

で全てのプログラムを実行できる。JAVAプログラムではこのコマンドを呼び出

している。さらにまとめとして、JAVAプログラムの起動も簡単に起動できるよ

うにするために、

%QAsystem

コマンドを用意した。全てのプログラムをFigure4.3のkanzen内に収納して、

のコマンドを実行すればシステムが起動する。

声
）

/へ
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Chapter5

実験

5.1設定

本研究では、人数を問う質問文に限定する。

述されていそうなものを予想して作ったので、

さらに質問文は記事中に解答が記

必ずしも解答が記事中にあるわけ

ではない。今回用いた26問の質問文をⅢhble5.1とTable5.2に示すも

5.2結果

5.2.1解答の有無

質問文を自由に作ったために新聞記事中に解答が載っていない場合があった。こ

れらの質問文は本システムに入力しても解答を出すことができないのは当然であ

る。全部で5問あり、問11、問15,問17、問18,問19であった。この5問は以

降の実験には使わないようにした。
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Table5.1:本研究で使用した質問文(その1)

問題11994年に交通事故で死んだ人は何名ですか？

問題2タイタニック号に乗っていた人は何名？

問題3これまで将棋の名人になった人は合計何名？

/一、

問題4私立園田小学校の児童の数は何名？

問題5日本人でこれまでにノーベル賞を受賞した人の数？

問題6第四十九回全日本学生音楽コンクールで予選を通過した人は何名？

問題7第9回ふくくらつきよう花マラソン大会に参加した人は何名？

問題8震災の影響で失業した人は何名？

問題9タイのチヤオプラヤ川からの洪水による死亡者は何名？

/一､
問題10日本臨床スポーツ医学会の会員数は何名？

問題11その年のゴールデンウイークでの海外旅行者数？

問題12日本の国家公務員の数？

問題13第四十七回青少年航空教室に参加した人の数は何名？
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Table5､2:本研究で使用した質問文(その2)

問題14ポケベルの所有者数？

問題15日本シリーズの観客動員数？

問題16センター試験の受験者数？

/一､

問題17サッカーFIFAワールドカップアメリカ大会をテレビで見た人の数？

問題18お盆に海外へ行った人の数？

問顕19ホノルルマラソンで完走した人の数？

問題20今年成人式を迎えた人の数？

問題21特殊法人へ大蔵省から天下りした人の数は？

問題2294年に消費者問題に関する世論調査に回答した人の数は？

/ー､
問題23ク製剤の薬害訴訟を起こしている患者の数は？

問題24沖縄慰霊の日に参加した米軍の退役軍人の数は？

問題25カバデイという競技を行うには何名必要か？

問題26インドで起こった爆弾テロ事件で逮捕された人の数は？
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名詞のみで検索5.2.,

質問文をChasenにかけ「名詞」「未知語」を抽出し、「何名」「何人」を除くこ

とで検索式を作成して検索した。その後、検索された文書の上位5位以内に正解

を含む文書が入っているか判定する。結果は21問中4問検出できた。詳しくは

Thble5､3に示すb

5.2.3本QAシステムで検索

名詞のみのシステムからさらに「名詞一代名詞一一般」「名詞一接尾」「名詞一

副詞可能」「名詞一数詞」に分類される語と「数」「人」「合計」を除外することで

検索式を作成して検索した。その後、検索された文書の上位5位以内に正解を含

む文書が入っている力判定する。結果は21問中9問検出できた。詳しくはTable

5､4に示すb以降の実験はこの9問を対象とする。

5.2.4スコアリング

検出された文書をChasenにより解析し、「～人」という単語を解答候補として

抜き出すもまた、スコアリングのために文書を1文ごとに分割しておく。その後、

本研究のスコアリング法に従って解答にスコアを与え、スコアの高い順にソート

し出力した。

本研究のスコアリング法を使うと、「改良して検索」で正しい文書が検出されて

いる質問文に対して全て正解が得られている。この結果から本スコアリング法の

妥当性が示されたと考える。
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Thble5.3:名詞のみでの検索結果

/へ

/‐、

36

問 キーワード 判定

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
廻
咽
魁
略
別
皿
翠
路
別
路
妬

1994
フ年,交通,事故,人

タイタニック,号,人

これ,将棋,名人,人,合計

市立,園田,小学校,児童,数

日本人,これ,ノーベル,賞,受賞,人

四十九,回,全日本,学生,音楽,ｺﾝｸー ﾙ,予選通過人

9,回ら,きよう,花,ﾏﾗｿﾝ,大会,参加,人

震災,影響,失業,人

タイ,チヤオプラヤ,川,洪水,死亡,者

日本,臨床,ｽポー ﾂ,医学,会,会員数

日本,国家,公務員数

四十七,回,青少年,航空,教室,参加人,数

ポケベル,所有,者,数

センター,試験,受験,者,数

今年,成人,式,人,数

特殊,法人,大蔵省,天下り,人,数

94

ク
ツ

フ年,消費,者,問題,世論,調査,回答,人,数

製剤,薬害,訴訟患者,数

沖縄慰霊,日,参加,米,軍,退役,軍人,数

カバデイ,競技,必要

インド,爆弾,事件,逮捕,人,数

×
○
×
×
×
×
×
×
○
○
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○



Table5.4:改良後のシステムでの検索結果

/一､

/一、
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問 キーワード 判定

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
皿
過
哩
略
加
迦
塑
羽
別
朋
郡

交通,事故

タイタニック

将棋,名人

市立,園田,小学校,児童

日本人,ノーベル,受賞

全日本,学生,音楽ｺﾝｸｰﾙ,予選通過

花,マラソン,大会,参加

震災,影響,失業

タイ,チヤオプラヤ,洪水,死亡

日本,臨床フスポーツ

日本,国家,公務員

ツ医学,会員

青少年,航空,教室,参加

ポケベル,所有

センター

成人

フ試験,受験

特殊,法人,大蔵省,天下り

消費,問題,世論,調査,回答

ク
フ製剤,薬害,訴訟,患者

沖縄慰霊,日,参加,米,軍,退役,軍人

カバデイ,競技,必要

インド,爆弾,事件,逮捕

×
○
○
×
×
×
○
×
○
○
×
○
×
×
×
○
×
○
×
×
○
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Chapter6

考察

今回の改良ではキーワードを抽出した際に不要と思われる単語を除外すること

にした。実験の結果からも分かるように21問中4問の正解から9問の正解まで精

度が上がった。このことより、キーワードの数を多く用いることが良いことでは

ないとわかり、改良の効果が確認できた。

また、スコアリング法に関しても、本研究の方法では9問中9問すべてが正し

い解答を得ることができたことにより、配点の妥当性も確認できた。

次にQAシステムの問題点について考察する。本研究で用いた質問文は次の4

タイプに分類される。

1.記事中に正解が無いもの{5問1

2.正解があるが間接的に書かれているものI3問｝

3.正解があるが質問文より検索式の生成が困難なもの19問］

4．本研究のシステムで問題無く正解が得られるもの{9問1

1は正解が出せないのは当然である。2が正解を出せないのは解答候補を抜き出

す際「～人」を機械的に抽出したためだと考えられる。これは検出された記事の

意味を考慮にいれなくてはならない。例えば、問5の正解が含まれる記事には、
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戸､

｢京大と東大が各4人」というように書かれて、正解は「8人」である(答えの間接

表現)。3が正解を出さないのは記事が検出されないためで、その原因はキーワー

ドの生成である。例えば、問1の「1994」を「昨年」と換える場合である。これ

は本研究で作ったキーワード作成プログラムの改良が必要である(キーワードの

変換法)。

適切なキーワードの作成のみでどの程度うまく検索できるかを調べたが、それ

だけではQAシステムの実現は難しい。QAシステムには少なくとも質問文の暖

昧性と答えの粒度の問題がある。例えば、問1では事故現場の範囲が明示されて

いないし、問3ではいつの時点での「これまで」なのかがわからない。ここでの

実験では全てシステムの都合の良いように解釈して判定している。また答えの粒

度の問題は、本実験の設定では人数を問うものに限定しているため顕在化してい

ないが、例えば場所を質問された場合、極端に言えば「地球」という答えで済ん

でしまう。このようなQAシステムの持つ問題を整理することも重要であり、今

後滴切なキーワードの作成法とともに考察していきたい。
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Chaptel･7

おわりに

本研究では独自のQAシステムを開発し実装させた。このQAシステムの特徴

は、検索部分に全文検索ソフトを用い、結果の表示にJAVAの表示系プログラム

を用いたところである。精度は、記事中に答えが一単語であるものならば50％で

正解を含む文書が検出でき、その文書より解答のスコアリングを行うとすべてに

おいて正しい解答を得ることができた。

また、本研究を通じてQAシステムの問題点として、

。答えの間接表現

・キーワードの変換法

・質問文の暖昧性

。答えの粒度

があることが整理できた。

40



/へ

/一､

Chapter8

謝辞

本研究の遂行及び論文の作成に多大な御助言及び指導を賜った新納浩幸教官

(茨城大学工学部システムエ学科)に深い感謝の意を表しますbまた、本研究で利

用した文書データは、毎日新聞CD-ROM'95版ですb利用を許可していただいた

毎日新聞社に深く感謝しますb最後に、本研究を進めるにあたり助言、協力を頂

きました、同研究室の池谷昌紀氏(茨城大学大学院修士課程)、徳永崇氏(茨城

大学工学部システムエ学科4回生)、高橋篤史氏(茨城大学工学部システムエ学

科4回生)にも深く感謝しますも

41



/一、

‘へ､

Bibliograplly

{11賀沢秀人加藤桓昭:"意味制約を用いた日本語質問応答システム"7情報処理

学会自然言語処理研究会,NL-140-24(2000).

I21田中穂積(編):"自然言語処理システムに関する調査報告書'',(社)日本電子

工業振興協会,自然言語処理技術委員会(2000).

I31永田昌明:"自然言語処理は機械学習の実験場になる？",情報論的学習理論

ワークシヨツプ,pp.207~214(2000).

I41高林哲:"Namazu:全文検索で文書の山に立ち向かう"7情報処理vol.41No.11,

pp.1227~1232(2000).

{51馬場肇：“日本語全文検索システムの構築と活用"，ソフトバンク株式会社出

版事業部(1998)．

{61SunMicrosystems,Inc:"JAVAプログラミング講座71株式会社アスキー，

（1996)．

42

一コ



AppendixA

プログラムソースリスト
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fclose(fout);

if((fout=fopen(I'd95-02i',i'wi'))==NULL){

printf(''outputerrorini');

44



exit(1);
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一

ｒ
工
ｅ

、
ノ
、
Ｊ

ｒ

》
Ｌ
ｂ

ｊ

ｍ
の

Ｗ

●
Ｑ
夕

Ｎ

９
，
口
ノ

ー
一

一
一
一
一

３
，０
、
ｊ
ｊ

ｒ
ｎ
《
ｄ

Ｆ
Ｄ
０
．
１
・
１

Ｑ
》
ｒ
ｆ
ｒ

、
ｑ
ｒ
９
・
工

ｅ
《
○

く
；
鴫
５

唖
”
覗
醐
眺

釦
吐
佑
釦
伯
沁

０
Ｓ
３
ｐ
基

吐

二
。
』
七
ｓ
ｍ

／
、
、
ノ
ｅ
ｓ
Ｃ
Ｏ

ｔ
《
工
１
－
序
ら
〃
Ｉ
ｒ
戸
工

ｕ
ｔ
ｆ
ｌ
ｓ
ｔ
〃
ｋ

ｆ

Ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
、
ｔ
Ｓ
ｅ

戸
工
・
１
・
工
ｅ
ｕ
〃
Ｉ
Ｓ

ｆ
ｔ
ｒ
ｘ
１
－
ｐ
▲
《
工
Ｏ

〃
Ｉ
、
匙
ｅ
・
１
ｆ
一
・
１
『
上

戸
工
ｈ
Ｃ

・
１
、
〃
Ｗ
１
Ｊ
《
工

声、

ｔｊＬｍＮ

●
●
夕
或

一
一

一
一

ｒ
ｌ
ｅ

、
ノ
、
ノ
工
学
Ｌ
ｂ

ｊ

ｍ
の

０ｌ
Ｗ
ＯＯ

●
●
〃

９
，
１
ノ

ー
一

一
一
一
一

０

００

４
－
ｎ
ｌ
．

《
Ｕ
、
、
、
ノ
、
ノ

エ
ｎ
４

Ｆ
ｂ
０
．
１
・
１

Ｑ
》
ｒ
ｆ
ｒ

○
。
ｒ
，
・
工

ｅ
《
○

〃
Ｉ
、
．
，
昭

５

函
吐
２
，
Ｊ
伽

斡
吐
ｓ

ｐ
ム
Ｄ
Ｌ
Ｏ
ｔ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

《
工
ｕ
ｆ
１
↑
工
ｆ
、

。
ｓ
９
ｐ
昌

二
；
ｔ
ｓ
ｍ

ｆ
、
、
ノ
ｅ
ｓ
Ｃ

ｔ
《
工
１
－
缶
ら
〃
、
ｒ

ｕ
ｔ
ｒ
Ｋ
ｓ
‐
も

ｆ

◎
ｎ
ｔ
〃
、
ｔ
ｓ

《
工
・
１
・
１
ｅ
ｕ
ｆ
ｔ

ｆ
ｌ
ｒ
ｘ
『
上
、
凸
《
工

ｆ
、
、
凸
ｅ
・
１
ニ
エ
・
工

ｆ
一
ｈ

・
工
、
ｒ
Ｗ
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｝

fclose(fout);

ｆｊＬ皿Ｎ

●
●
ク
韮

一
一

一
一

ｆ
ｅ

ｊ
Ｊ
ｒ
Ｌ
ｂ

ｊ

ｍ
の

１
Ｗ
Ｏ

●
Ｑ
ク

Ｎ

９
，
０
ノ

ー
一

一
一
一
一

一
ｂ
ｎ
ｏ
．

《
Ｕ
、
、
、
ノ
、
ノ

エ
ｎ
Ｆ
ｂ

Ｆ
ｂ
０
．
１
・
１

Ｑ
）
ｒ
《
工
工

勺
ｑ
ｒ
２
・
１

Ⅱ
ｅ
《
ｂ

〃
‐
、
．
‐
昭

Ｆ
ｂ

ｎ
ｔ
（
皇
、
ノ
ｋ

ｅ
ｕ
９
ｔ
Ｄ

ｐ
△
、
△
ｓ
ｕ
ｓ

ｏ
ｔ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
◇
９

《
工
ｕ
ｆ
ｌ
《
工
ｆ
ｋ
、
Ｊ

Ｏ
ｓ
‐
叩
此

二
。
，
・
℃
ｓ

ｆ
ｌ
、
ノ
ｅ
Ｓ
ｃ
Ｏ

ｔ
ｆ
１
ｇ
〃
４
ｒ
ｆ

ｕ
ｔ
ｆ
、
ｓ
ｔ
〃
ｌ

ｆ

Ｏ
ｎ
ｔ
／
、
ｔ
ｓ
ｅ

《
工
・
１
・
１
ｅ
ｕ
ｒ
ｋ
Ｓ

〃
、
ｒ
ｘ
’
一
ｐ
込
一
工
ｏ

ｆ
、
、
△
ｅ
・
１
戸
工
・
１
『
Ｌ

Ｐ
工
。
、
Ｃ

・
工
、
ｒ
Ｗ
、
方
《
工

/へ

ｆｊＬｍ

●
Ｑ
夕
韮

一
一

一
一

ｆ
ｅ

ｊ
ｊ

ｒ

Ｌ
ｂ

ｊ

皿
の

Ｗ

●
●
グ

ー
込
日
ノ

ー
一

一
一
一
一

０

６
ｎ０
、
』
ｊ

ｒ
ｎ
《
ｏ

－
ｂ
０
．
１
・
１

ｑ
》
ｒ
Ｐ
工
ｒ

ｄ
ｒ
、
・
１

ｅ
《
Ｏ

／
‘
、
．
，
昭

眞
〕

、
ｔ
（
皇
、
ノ
ｋ

ｅ
ｕ
２
卦
吐
Ｓ

、
▲
Ｄ
凸
◎
ｔ
Ｓ
○
ｓ

《
工
ｕ
〃
、
《
工
〃
ｔ

ｏ
Ｓ
９
、
△

二
側
；
ｔ
Ｓ
ｍ

ｆ
ｌ
、
ノ
ｅ
Ｓ
Ｃ

ｔ
《
工
１
－
ｇ
ｒ
、
ｒ

ｕ
ｔ
／
、
ｓ
ｔ

ｆ

Ｏ
ｎ
ｔ
ｆ
、
ｔ
Ｓ

ｆ
《
・
工
・
１
ｅ
ｕ
〃
ｌ

〃
Ｉ
ｒ
ｘ
『
工
ｐ
凸
《
工

〃
Ｉ
、
凸
ｅ
・
工
《
工
・
１

《
工
。
、

・
１
－
Ｊ
Ｗ
、
ｒ

八

rclose(fout);

if((fout=fopen(''d95-07'',IIwII))==NULL){
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●
Ｇ
夕
韮

ｒ
工
ｅ

ｊ

工

Ｌ
ｂ
皿
の

●
Ｇ
ク

Ｎ

一
一

ｊ

一
一
一
一

００

、
Ｉ
。

、
、
、
ノ
、
ノ

エ
ｎ
７
０

０
．
１
・
工

工
ｆ
ｒ

ｒ
９
．
１

ｅ
《
、
５
；
昭

吐
２
，
Ｊ
ｋ

載
吐
割

り
凸

・
七
Ｓ
◎
ｓ
・
ｊ

ｕ
／
１
《
工
〃
Ｉ
、
ノ

輻
載
叩
砿

ＯⅡ
●
●
〃

く
ｊ

ｅ
Ｓ
ｃ
ｏ

ｆ
幻
土
庁
ら
〃
Ｉ
ｒ
《
工

、
七
ｆ
、
《
工
Ｓ
○
℃
ｆ
ｋ

ｎ
ｔ
〃
Ｉ
七
ｓ
．
ｅ

・
ユ
・
ユ

ｅ
ｕ
ｆ
ｋ
ｓ

ｒ
ｘ
『
土
、
坐
《
工
０

，
凸
ｅ
・
工
《
工
・
工
『
Ｌ

一
Ｊ
池
、
上
士

八

ｆｊＬｍＮ

●
●
〃
韮

一
一

一
一

ｒ
Ｌ
ｅ

、
ノ
、
ノ

ｒ

Ｌ
ｂ

ｊ

皿
の

Ｏ
Ｗ
Ｏ９

●
Ｑ
夕

９
込
Ⅱ
ノ

ー
一

一
一
一
一

０

８
ｎ０
、
〕
ｊ

工
ｎ
（
ご

Ｆ
Ｄ
０
．
１
・
１

Ｑ
》
工
《
工
工

．
ｒ
、
・
１

ｅ
《
Ｏ

地

〃
日
Ⅱ
、
●
●
〃

一
ｂ

ｎ
ｔ
ワ
ー
、
ノ

ｅ
ｕ
，
ｔ
３

Ｄ
凸
ｐ
墨
ｓ
ｕ
Ｓ

釦
此
伯
釦
佑
光

０
Ｓ
，
叩
砿

二
。
，
七
ｓ

／
Ｉ
、
ノ
ｅ
ｓ
Ｃ
Ｏ

吐
迂
ｄ
ｇ
訊
迂
任

ｆ

◎
ｎ
ｔ
〃
ｔ
ｔ
ｓ
ｅ

《
工
・
１
・
１
ｅ
ｕ
ｒ
ｋ
ｓ

ｆ
ｔ
ｒ
ｘ
１
－
、
凸
《
工
０

ｆ
ｔ
ｐ
凸
ｅ
・
１
《
工
・
１
－
｛

《
工
ｈ
Ｃ

・
１
、
士
Ｗ
Ｉ
Ｊ
《
工

〆､

ｆｊＬｍＮ一
一

一
一

ｆ

ｊ

ｊ

ｊ

Ｌ皿

Ｗ■
口
●
●
〃

Ｎ

９
、
１
ノ

ー
０
１
０

－
－

９
，０
、
ｊ

一
ｒ
ｎ

Ｆ
ｂ
０
．
１

。
》
ｒ
ｆ

ｑ
ｄ
ｒ
９

Ⅱ
ｅ
《
○

く

一
」
【
》
●
Ｑ
タ

、
ｔ
〔
垂
、
ノ

ｅ
ｕ

卦
吐

、
＆
Ｄ
△◎
ｔ
Ｓ
Ｏ

戸
工
ｕ
／
、
《
工

◎
Ｓ
９

二
Ⅱ
・
９
・
℃
ｓ

〃
Ｉ
、
Ｊ

ｅ
ｓ

吐
域
ｕ
ｇ
く
《
工
ｓ

ｏ
ｎ
ｔ
ｆ
、
ｔ

《
工
・
１
・
１
ｅ
ｕ

ｆ
ｋ
ｒ
ｘ
『
Ｌ
、
▲

〃
、
ｐ
凸
ｅ
・
工
《
工

ｒ

ｈ

・
工

１
Ｊ
Ｗ
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迂(strcmp(ss,kUgﾕri9)==0)break;

｝

fclose(fout);

ｆｊＬｍ

師
曲
一
●
，韮

一
一

二
ｅｆｒ

ｊ
ｊ
ｂ

ｊ
ｊ

Ｌ

皿
邦

０Ｉ
Ｗ
ＯＯ

●
Ｑ
ク

〃
、
１
ノ

ー
一

０

一
一

００

０

〈
Ｕ
ｎ
１
．
、
ノ

“
上
、
、
、
ノ
（
Ｕ

工
ｎ
４
上

戸
ｂ
０
．
１
・
１

Ｑ
》
ｒ
《
工
ｒ

ｄ
ｒ
９
・
１

ｅ
《
Ｏ

吃

０

夕
″
日
己
、
ｅ
■
夕

５

，
２
，
Ｊ
ｋ

砿
‐
ｔ
‐

ｅ

Ｄ
▲
、
△
ｓ
ｕ
ｓ

ｏ
ｓ
ｏ
ｓ
・
〃

畦
く
ｆ
く
う

ｆ

叩
虻

０
ｓ
９

二
Ⅱ
・
Ｐ
・
七
Ｓ

ｒ
、
、
ノ
ｅ
ｓ
Ｃ
Ｏ

ｔ
《
工
剣
工
岸
ら
〃
、
ｒ
《
工

ｕ
ｔ
ｆ
ｔ
《
工
ｓ
ｔ
ｆ
ｌ

Ｏ
ｎ
ｔ
〃
Ｉ
ｔ
ｓ
ｅ

評
Ⅸ
醍

戸
工
・
工
・
工
ｅ

″
Ｉ
ｒ
ｘ
１
－

ｆ
ｔ
・
１
《
工
・
工
『
土

、
＆
ｅ
《
工
ｈ
Ｃ

・
１
－
Ｊ
Ｗ
工
』
《
工

戸、

ｆｊＬ皿

一
Ｎ
”
一
●
Ｇ
〃主

一
一

二
ｅｒｌｒ

、
ノ
、
ノ
ｂ

ｊ
ｊ

Ｌ

皿
０

００
町
０

●
も
夕

Ｎ
二

，
、
１
ノ

ー
一

００

一
一

１
，
、
Ｊ

１
。
、
、
』
ｌ

工
ｎ
４
Ｌ

Ｆ
Ｄ
０
．
１
・
１

Ｑ
》
ｒ
戸
工
ｒ

ｄ
ｒ
ｐ
・
１

ｅ
《
ｂ

参
く
；
昭

５

，
ｔ
２
１
変
ｋ

ｅ
ｕ
９
ａ
砿
ｓ

Ｐ
Ｐ釦
唾
伯
釦
佑
光

０
ｓ
９
ｐ
凸

吐

二
；
ｔ
Ｓ
ｍ

ｆ
ｌ
、
ノ
ｅ
ｓ
Ｃ
Ｏ

ｔ
《
工
幻
Ｌ
序
ら
／
、
ｒ
《
工

ｕ
ｔ
ｆ
ｌ
ｓ
・
七
〃
ｔ

ｆ

Ｏ
ｎ
ｔ
ｓ
ｅ

剖
吐
く
Ｓ

《
工
・
１
・
１

〃
Ｉ
ｒ
ｘ
『
土
、
△
《
工
Ｏ

／
Ｉ
、
＆
ｅ
・
１
《
工
”
１
『
上

ニ
エ
、
、
Ｃ

・
１
エ
Ｊ
Ｗ
１
Ｊ
《
工

/一､

if((fout=fopen(''95-1211,1'wI'))==NULL){
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Printf(!'outputerrorln'');

exit(1);

｝

while(fgets(ss,256,fin)!=皿几L){

fputs(ss,fout);

｝

fclose(fout);

fclose(fin);

P,

return(0);

｝

/*=======＝===＝============＝======＝=================＝=＝

1ヵ月ごとの記事を1記事ごとに分割するblmlrasu.c

P,

ノ
ノ＊

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一
ン
ｈジ

ー
ｈ
・

二
０
．
１
。
ｂ

一
一
ｍ
皿

二
ｔ
ｔ

－
雫
雫

一
坐
咋

二
ｕ
ｕ

－
虹
軋

二
ｎ
ｎ
“
拝
＃

・
ユ
・
ユ

#include<string･h>

intmain()

｛

FILE*fin,*fout;
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●
●
夕

０９〈
Ｕ
、
、ｎ、ンＣＯＤノノく００二

●
ｊ

●
Ｑ
ク
『
Ｂ
■
Ⅱ
望
『
８
０
ゴ

ー
Ｆ
Ｌ
０

６
・
１
２

５
ｒ
ｆ

２
・
工
ｅ

瓠
鴫
麺
ａ

ｓ
、
Ｋ
ｎ
二・
工

工
ｒ
工

ａ
ａ
ａ
ｔ

ｈ
ｈ
ｈ
ｎ

Ｃ
ｃ
ｃ
・
ユ

ｆｊＬｍＮ－
－

－
－ｊｊｒ■

Ｐ
●
●
ク

、
、
ロ
ノ

側
Ⅱ
《
Ｕ
ｎ

甜
八
１
、

一
ｒ
５
Ｏ

Ｑ
》
ｒ

旬
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ｒ

Ⅱ
ｅ

く
、
ｔ
ｅ
ｕ

ｐ
ろ
、
凸

。
ｎ

Ｐ
工
・
工Ⅱ
●
９

二
〃
４
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ｆ
ｌ

ｎ
ｔ
ｆ
ｌ
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《
工
・
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・
１

ｆ
ｔ
ｒ
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〃
Ｉ
、
凸
ｅ

《
工
・
ユ

ー

P,

while(!feof(fin)){

●
■
ロ

●
●
〃

今
、
Ｕ
〃
夕

、
ロ
ノ
。
ｏ
毎
帥
ｙ

ｍ
ｊ
ｅ
Ⅱ

一
麺
弓

Ｃ
邸
狸
迦

Ｆ
］
ｗ
ｎ

ｎ
Ｄ
Ｃ
ｆ
、

恥
湘
誠

４
－
Ⅱ
Ｃ

幻
工
ｐ
ｒ

９
，
ｔ

ｎ
・
工
Ｓ

・
工
《
工
、
ノ

《
工
ｒ
、
〈
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ｆ
、
ｆ

ｋ

皿
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１
・
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ｅ

ｅ
Ｃ
〃
Ｉ
＋

ｓ
ｓ
Ｐ
ｒ
十

《
工
《
工
・
１
・
１
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一
一
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口
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夕
●
Ｑ
夕

、
日
〃
夕
延
回
″
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Ｗ
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、

９
ｒ
ｅ
０
ｍ
五
、
ｅ

く
函
吐
Ｐ
Ｐ
釦
唾Ｏ
二
●
ｊ
く
ｊ

吐
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ｄ

ｏ
ｎ
ｔ

《
工
・
１
・
１

ｆ
、
ｒ
ｘ

ｆ
ｔ
ｐ
△
ｅ

《
工

・
１
－
Ｊ

侭､

Ｆ
Ｏ
竜
口
』
●
Ｑ
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ｊＬ

ｍ
垂
Ｎ
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二
０一一
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、
二

・
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工
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ノ
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・
工
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ｂ
・
１
；
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２
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、
ノ
、
Ｋ

ｓ
・
七
Ｄ

ｒ
Ｋ
Ｓ
ｕ

ｓ
Ｏ
Ｓ

、
七
《
工
／
ｔ

ｅ
ｊ
Ｄ
４

旬
ら
Ｓ
ｍ

《
工
Ｓ
ｃ

く
く

ｒ

ｅ
ｓ
・
ｔ

ｌ
－
、
七
Ｓ

・
１
ｕ
ｒ
ｋ

ｈ
、
△
《
工

Ｗ
《
工
・
工

）
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fclose(fout);

）

fclose(fin);

return(0);

）

角
/*==========================:＝==＝=========================＝

名詞のみの検索式を作成するmeisi.c

ノ
〃＊

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
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一
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一
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一
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一
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一
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一
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ｇ
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０
．
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ｔ
ｔ
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一
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一
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ｕ
ｕ
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一
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ｎ

・
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・
工
・
ユ

＃
＃
＃

ｊｌＥ寧垂＊垂ｈｃ９Ｃ一
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〔
》
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Ｑ
ク

ェ
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田
ｆ
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ｔ
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２
．
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、
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ｔ
０

．
ユ

ー
ｆ
二

く

Ｐ
工
ｕ
・
１

，
＊
、
ｂ
９

．
ユ

ｒ

ａ

皿
垂
ｔ

ｍ

－
Ｌ
ｈ
ｎ

正
Ｆ
Ｃ
・
１

・
１
ｒ
ｌ

/一､

●
■
〃

００

咄
語
纈
糊
Ⅱ
Ⅱ

一
一
一
一

１
１
に
Ｅ
Ｏ
１
ｙ
ｙ
ｅ
ｅ

、
Ｋ
○
Ｋ

ｒ
ｒ
ａ
ａ

。
、
ｈ

Ｃ
Ｃ
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内

ー､

charnkeyO[]=I'何60;

charnkeyl[]=I'名詞-接尾-助数詞09;

if(argc!=2){

printf(i'argc=%din'',argc);

Printf(''引数が違うIniaI');

exit(1);

｝

if((fl=foPen(argv[1],!'r''))=NULL){

printf(!'FileV'MsV!cannotopen!!Inla'',a工gv[1]);

exit(1);

｝

if((f2=fopen(IIccc!',iIw!I))==MJIL){

printf(IIFileVMsV'cannotopen!!Inla'!,argv[1]);

exit(1);

）

while(fgets(buf,256,fl)!=MLL){

if(strstr(buf,keyO)!=NULLIIstrstr(buf,keyl)!=NULL){

while(buf[i]!='It'){

if(strstr(buf,nkeyO)!=NULLIIstrstr(buf,nkeyl)!=皿几L);

elsefputc(buf[i],f2);

i++;

）
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fprintf(f2,!''');

i=0;

｝

｝

fprintf(f2,$'In'i);

●
Ｑ
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タ
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ｌ
ｌ
く
く

’
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．
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・
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・
工

ｘ
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一
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一
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Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
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２
く
く

《
工
《
工
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ｓ
ｓ
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０
．
３

『
土
『
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ノ

Ｃ
Ｃ
〈
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工
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工
〃
Ｉ

奉
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、

〃
Ｉ
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、
ｕ
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ｌ
ｆ
ｋ
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工
一
工
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・
１
・
１
エ

へ

｝

/*========================================================＝

me1si.cを改良した検索式作成プログラムseisei.c

〃
／＊

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
ン
ン

二
シ
ｈ
ｈ

－
－
ｈ
．
．

。
ｂ
庁
ら

二
０
．
１
ｎ

一
一
虹
虹
五

二
ｔ
ｔ
ｔ

二
ｓ
ｓ
Ｓ

二
く
く
く

こ
ｅ
ｅ
ｅ

二
。
。
ｄ
令
ｄ

一
一
ｕ
ｕ
ｕ

一
型
皿
型

一
一
ｎ
ｎ
ｎ

・
工
・
工
・
工

＃
＃
＃

PI

ｊＪｆｖｇ垂＊ｒａ
Ｑ
ｎＣ

９
Ｃ

缶
ら
；

工
・
９
可
Ｊ

ａ
〔
二
《
ｂ

《
工
Ｆ
ｂ

ｔ
＊
〔
望
；

、
Ｄ
ｒ
Ｌ
〈
Ｕ

・
１
４
４
《
工
二

ｆ
ｔ
《
工
ｕ
・
１

，
＊
ｂ
９

．
１
ｒ

ａ
声
晶

垂
ｔ

、
Ｌ－
Ｌ
ｈ
ｎ

ｔ
Ｆ
Ｃ
・
１

，・
１
ｒ
ｔ
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●
○
ヶ

Ⅱ

叫
語
綱
細
Ⅱ
Ⅲ

一
一
一
一

日
□
０
１
ｙ
ｙ
ｅ
ｅ

○
Ｋ
○
Ｋ

垂
垂
ｈ
ｈ
Ｃ
Ｃ

●
●
ク

．
，
般

鰡
一

蝿
可
詞

繩
鯛
雌
馳
．
，
．
‐
．
，

一
一
一
一
脚
Ⅱ
Ⅱ

凧
綱
桐
綱
襯
叶
鰔
舗

Ｅ
ｆ
に
Ｅ
に
ｆ
に
に

１
１
１
Ｊ
１
１
１
１

１
０
６
０
１
１
０
６

１
０
０
０
１
１
０
９

０
１
－
（
皇
〔
。
４
－
ｂ
《
。
写
ｒ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

血
止
血
止
血
血
唾
嘩

垂
垂
垂
垂
垂
垂
垂
亟

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

/~、

if(argc!=2){

printf('iargc=%dIn'',argc);

Printf('!引数が違うInla'');

exit(1);

｝

戸、

if((fl=foPen(argv[1],''r''))==NULL){

printf(I'FileVI%sV'cannotopen!!Inla'',argv[1]);

exit(1);

）

if((f2=fopen('IcccII,''wII))==MJIL){

printf(''Filel''cccV'cannotopen!!Inla'i);

exit(1);
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）

１
１
ｌ

■
■
■
■
■
９
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
Ｑ
クｊ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

ｘ
皿
皿
皿
皿

Ｌ
二
二
二
二

蝿
抑
測
測
Ⅷ

１
．
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

Ｄ
或
血
止
血

ｖ
Ｊ
９
９
１
分

睡
吐
㎡
近
近

、
ｂ
ｂ
ｂ
勺
ｂ

《
工
ｒ
、
〃
、
〃
、
〃
ｔ

ｕ
ｒ
ｒ
ｒ
工

勺
ｂ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

ｆ
ｌ
ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ

ｒ
ｒ
ｒ
工
工

‐
℃
・
七
・
七
・
ｔ
．
ｔ

ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
ｓ

ｒ

・
ｔ
１
１
１
１

ｓ
１
１
ｌ
ｌ

ｒ
ｌ

ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

ｊ
弛
咽
恥
恥
恥
唖

⑩
に
”
狸
泌
祁

《
工
、
ノ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

ａ
扣
血
止
血
血

一
ｂ
ｅ
９
９
９
３

２
ｋ
唾
吐
砥
㎡

ｆ
ｆ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｍ
ｍ
式
式
式
式

〃
Ｉ
ｒ
、
七
・
℃
ｔ
ｔ

ｓ
ｒ
Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ

ｔ
ｔ
工
工
工
ｒ

ｅ
ｓ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

命
ら
ｒ
Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ

－
工
ｔ
ｆ
ｌ

〃
Ｉ
ｓ
《
工

ｅ
〃
Ｉ
・
１

『
工
《
工

・
工
・
ユ

。
ｎＷ

ｆ
、
Ⅱ
■
″
〃
●
Ｑ
ロ

や
夕
、
己
■
〃
夕

ｔ
２
．
，

、
ｆ
、
ｊ

Ｊ
Ｄ

Ⅱ

三
－
Ｊ
ｎ

１
，
．
・
工

・
込
巳
ｕ
、
、

ｆ
Ｊ
に

・
ユ
《
工

ｇ

ｅ
ｒ
Ｌ
ｕ
、
二

ｓ
ｆ
《
ｂ
ｆ

『
土
ｕ
〃
、
ｆ
ｔ

ｅ
ｂ
Ｃ
《
工
Ｉ
Ｊ

〃
、
・
も
。
ｊ

並
『
ｊ

ｅ
ｕ
＋

『
土
、
ユ
十
・
１
；

・
１
《
工
・
１
ｒ
《
Ｕ
１
Ｊ

、
、
ｐ
凸
二

Ｗ
、
士
声
工
・
１

P,

P，

if((r=fclose(fl))=-1)exit(1);

if((r=fclose(f2))==-1)exit(1);

return(0);

）
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/*==================================＝======＝=========＝=＝

shel1プログラムkanzentai.shlを作成するwatasul.c

=========＝=＝===========＝============＝=＝====＝=======*／

ン
ン
ジ

ン
ｈ
ｈ
、
ｎ

勺
、
。
。
。

．
ｂ
序
ら
ｔ

ｏ
・
１
ｎ
ｒ

●
工
『
土
・
１
ｅ

令
．
。
．
ｒ
ｓ

鈍
鈍
哉
串

く
く
く
く

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

・
．
。
。
。
。
ｑ
ｑ

ｕ
ｕ
ｕ
ｕ

ｌ
１
１
ｌ

Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

ｏ
工
・
ユ
・
ユ
・
工

＃
＃
＃
＃

円

●
９
ケ

●
●
夕
旬
日
Ⅱ
己

２
６
ｆ
５
＊
２

Ｊ

９
Ｆ
Ｉ
Ｌ

く

・
『
‐
一
《
－
０
｛
●
Ｇ
ワ

、
《
工
ｕ
・
工

・
１
＊
○
ｂ
９

ａ
ｒ

、

血
腫
城

ｔ
官
舎
Ｃ
・
工

、・
１
ｒ
ｌ

if((fl=fopen(IIccci','ir''))==NULL){

printf(i!FileVIcccV'cannotopen!!Inla'');

exit(1);

｝

戸、

if((f2=fopen(IIkanzentai・shl!','IwII))=JULL){

printf(IIFi1eV'kanzentai.shlV'cannotopen11Inla$');

exit(1);

｝

fpエユntf(f2,I'#!/bin/bashin'');
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fprintf(f2,'inamazu-ozzz-n5-s-hl'''');

whﾕﾕe(fgets(buf,256,fl)!=NULL){

for(i=0;i<(strlen(buf)-1);i++)fputc(buf[i],f2);

fprintf(f2,!''');

｝

fprintf(f2,''l'!/usr2/hoshi/indexin#');

fprintf(f2,''kensakuln'');

角

if((z=fclose(fl))==-1)exit(1);

return(0);

｝

/*==================================＝=======ﾆー ｰー =ー=======＝

検索された記事名を出力するkengaku.c

声､

ノ
ノ＊

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
ン

二
シ
ｈ

－
－
ｈ
．
。
。
ｂ

二
０
．
１

｜
｜
“
迅

二
ｔ
七

二
ｓ
ｓ

二
く
く

一
坐
鵡

二
ｕ
ｕ

－
ｑ
α

一
一
ｎ
ｎ

・
工
・
工

＃
＃

#include<string.h>

intmain()

｛

FILE*f1,*f2;
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charbuf[256];

intr,i;

charkeyO[]=''<DT>'';

if((fl=fopen(''zzzi',$'r''))==MJIL){

printf(,'FileV'zzzV'cannotoPen!!Inla$');

exit(1);

）

/ー､

if((f2=fopen(!'xxx!',''w!'))==NULL){

printf('IFileVIxxxV'cannotopen1!Inla'I);

exit(1);

）

ｆｊＬ
Ｐ
ｔ

恥
剛
』
二

舎
勾
ロ
０
－
■
■
■
●
今
、
ロ
ロ
″
夕

季
上
、
ノ
＋

夕
ｎ
Ｖ
＋

負
〕
可
』
。
『
ユ
・
ｊ

－
ｂ
ｅ
・
９
、
ノ

甸
垂
ル
ュ
、
ソ
句
垂

３
Ｄ
区
〕
Ｆ
エ

Ｆ
ユ
乍
些
〆
、
●
，
９

ｍ
ｍ
弧
の
江

〃
Ｉ
〃
、
４
《
《
工
１
，

ｓ
ｒ
〔
廷
夕
Ⅱ

七
ｔ
二
１
Ｊ
ｆ
ｌ

ｅ
Ｓ
・
工
・
１
ｓ

庁
ら
ｒ
〃
Ｉ
ｒ
Ｌ
ｔ

仕
鈍
虹
畦
ｍ

ｅ
く
ｆ
ｂ
ｆ

ｌ
ｆ
ｆ
、

・
工
・
ユ

Ｃ
『
ｊ

ｈ
ｔ
Ｗ
ｕ
『
ｊ

Ｐｆ角

if((r=fclose(fl))==-1)exﾕt(1);

if((r=fclose(f2))==-1)exit(1);
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return(0);

｝

/*===============＝======＝=＝=＝=================＝======＝

記事を1文ごとに分けるbun.c

===============================================＝========*／

#include<stdiO.h>

戸､

ン
ン
ン

ｈ
ｈ
ｈ

●
●
●

ｂ
命
ら
ｔ

●
１
ｎ
ｒ

『
Ｌ
・
１
ｅ

、
ｑ
ｒ
Ｓ

蔀
乱
率

く
く
く

ｅ
ｅ
ｅ

ｄ
ｄ
○
ｄ

ｕ
ｕ
ｕ

『
上
『
上
『
上

Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｎ
ｎ
ｎ

●
ユ
・
ユ
・
ユ

＃
＃
＃

ｊｌｆ叡垂＊垂ｈＣＤ

●
ｐ

ｃ
・
七

壷
ら
ｕ
；

垂
釦
幻
＊
１
－
。
。
“

並
皿
店
田

・
工
・
工
《
工
４
４

く

《
工
ｕ
ｒ
Ｌ

ｎ
＊
、
ｂ
ａ
；

・
工

・
工

ａ
Ｅ
ｒ
ｒ

、
Ｌ
ａ
ａ
ｔ

一
上
ｈ
ｈ
ｎ

ｔ
Ｆ
Ｃ
ｃ
・
１

，・
１
Ｉ
Ｌ

/ー､

strcpy(a,'!｡'');

if(argc!=2){

printf(''argc=%dIn!',argc);

Printf($'引数が違う。inla!');

exit(1);

｝
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ｆ，皿
恥、
一
、

一
己
、
■
■
ロ
グ

」
、
画
ロ
ロ
″
〃
一
■
■
■
●

工
ｎ

ｏ９

ｅ

，
、
上

司
』
Ｏ

１Ｆ
Ｌ
ｔ

邸
》

垂〃
Ｉ
Ｃ

ｎ

ｅ
ｅ

、
凸
『
Ｌ

Ｏ
・
１

Ｐ
工
Ｆ

●
●
ダ

ニ
く
ｊ
ｆ
ｌ

ｎ
十
〕
／
、

・
工
ｎ
ｔ

《
工
・
１
・
工

〃
１
ｒ
ｘ

ｆ
ｌ
、
凸
ｅ

《
工
・
工

、
ｒ

if((fout=foPen('ifffi',''wI'))==NULL){

printf(IIFilecannotopen!!ln'');

exit(1);

｝
/一、

ｊｊｌｌＥ

ａ
：
・

』
ｆ
一
刀

一
ｔ

Ｌ
、
』
『
』
ｌ

鈍
浸
肌
脇吐

■
■
■
●
●
●
夕
二
一
口
｛

１
″
２
ｕ
ｂ

、
』
一
ｂ
，

、
幻
Ⅸ
沮

灌
加
地
趾ｕ

狸
畝
田
．
，
ｂ

－
ｂ
ｅ
ｒ
Ｌ
、
ノ
３

９
『
上
ａ
仙

一
工
工
二
ｎ
Ｃ

ｕ
七
二
、
、
〃
ん

勺
ｂ
ｓ
句
』
Ｃ

ｆ
、
く
・
工
。
〃
ん

Ｓ
・
１
ｒ
Ｌ
’

○
℃
。
，
《
工
９
９

ｅ
Ｏ
ｕ
ｔ
ｔ

行
ら
二
ｂ
ｕ
ｕ

《
工
・
１
ｆ
、
Ｏ
ｅ
Ｏ

く

〃
Ｉ
ｆ
Ｓ
《
工

〃
Ｉ
ｆ
、
《
工
ｆ
、
『
土
ｆ
ｔ

ｅ
ｒ
・
１
《
工
ｅ
《
工

『
上
０
．
℃

亜
『
』

・
１
《
工
、

。
、
・
１
・
１

Ｗ
ｒ
ｒ
、
ｒ

ｐ
基
、
凸

ｆ
壬

/一、

●
●
〃

、
口
″
夕
●
●
夕

吐
、
ｊｎ
。
，

０
・
１
、
ノ

《
工
ｆ
ｎ
〉

く
く
くｍ

ｅ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
Ｏ
ｕ

『
土
『
上
、
七

Ｃ
Ｃ
ｅ

《
工
《
工
工

｝
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/*============＝=＝=========＝======＝=＝===＝====＝===＝=＝

解答候補を抜き出すkouho.c

==========================================＝=============*／

ン
ン

ン
ｈ
ｈ

ｈ
．
．

．
ｂ
ｇ

Ｏ
・
１
ｎ

●
１
『
土
・
１

勺
。
。
。
ｒ

●
七
・
ｔ
・
℃

Ｓ
ｓ
ｓ

く
く
く

ｅ
ｅ
ｅ

。
。
ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ

ｕ
ｕ
ｕ

『
上
『
Ｌ
『
Ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｎ
ｎ
ｎ

ｏ
工
・
ユ
・
ユ

＃
＃
＃

/へ

●
Ｑ
毎Ｊ６５２ｆｅａｍ９

●
Ｑ
タ
『
■
Ⅱ
】

２
６
ｆ
５
＊
２
．
，

，
阜
Ｉ
Ｏ

ｊ

ｌ
ｆ
一
一

く

《
工
ｕ
・
１

，
＊
ｂ
９

．
１
ｒ

ａ

醒
垂
ｔ

ｍ

－
Ｌ
。
、
ｎ

並
Ｆ
ｃ
・
１

・
ユ
ｒ
ｌ

詞数助

叫
尾
数
接
一
一
詞
詞
名
名
Ⅱ
Ⅱ

一
一
一
一

口
口
０
１
ｙ
ｙ
ｅ
ｅ
ｋ
ｋ
エ
ェ
ｈ
ｈ
Ｃ
Ｃ

charhito[]='!ニン'0;
ノー、

if((fl=fopen('iddd'',''r"))==皿ⅡL){

printf(IIFilecannotopen!!Inla'');

exit(1);

｝

if((f2=fopen(''eee'',!Iw''))==MJIL){

printf(IIFilecannotopen!!Inla'');
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exit(1);

｝

ｆｊｍＮ－－ｊＯ’七・ユ

ル
ｈ
９

ｆ
ｆ
伽
ｂｕ

ｅ
ｒ
ｋｒ

唾
ｔ

く

Ｓ

ｗ
》

Ｃ

、
Ｊ
垂
雌

ｆ皿
、

皿

皿

一
一

一
■
■
■
●ｊ

一
一
一
一

・
旬
■
■
一
一
■
■
■
●
一
■
■
■
●

ｆ
ｊ
ｊ

Ｄ
０
１

６
ｙ
ｙ

５
ｅ
ｅ

２
ｋ
ｋ

９

９

Ｄ

ｆ
ｆ
ｆｕ

ｍ
ｍ
ｂ

く
く
く

ｓ
ｒ
ｒ

ｔ
．
七
．
七

ｅ
ｓ
Ｓ

存
ら
ｒ
ｒ

Ｐ
工
ｔ
ｔ

〃
、
ｓ
Ｓ

ｅ
〃
Ｉ
ｆ
、

『
上
《
工
《
工

・
工
・
工
・
ユ

。
ｎＷ

while(mae[i]!='lt'){

fPutc(mae[i],f2);

i++;

｝

i=0;

whﾕﾕe(buf[i]!='lt'){

fputc(buf[i],f2);

土十十；

）

i=0;

fPrintf(f2,''In'');

｝

）

/へ

戸、

if((r=fclose(fl))==-1)exit(1);

if((r=fclose(f2))==-1)exit(1);

return(0);

｝
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/*==========================＝=＝======＝===＝====＝======＝

スコアリングを行なうhyou.c

============＝============================＝======＝=====*／

シ

ン
ｈ
上
ｇ
ｏ
ｎ

●
工
・
ユ

．
ｒ

●
七
・
七

ｓ
ｓ
く
く
ｅ
ｅ

○
。
ｄ

ｕ
ｕ

『
上
１
｛

Ｃ
Ｃ
ｎ
ｎ

●
ユ
・
ユ

＃
＃

/ー、

●
●
夕
０一一

●
●
ク

ｕ王

１２１

ｋ

一
』
〕
、

に

１

．
ユ

４

畳
『
Ｊ

《
、

・
工

Ｅ

、
Ｋ
ｕ垂

９１

唾

４６ｆ

，

『
日
日
日
】
●
●
夕
『
■
Ⅱ
Ⅱ
］

．
，
４
０
４

５
６
二
６

，
乱
師
乱

雑
皿
血
ｍ

ｊ

ｐ
Ｊ
戸
〉
０

１

４
可
』
ａ
、
凸

に

、
刀
壼
９
２

野
丘
隔
屯
ゴ

垂
＊
、
，
甲
上
ｕ

血
凱
皿
酔

＊

垂
軍
随
煕
仏

勺
、
＊
可
』
、
二

Ｃ
９
４
－
ｒ
ｕ

ｐ

２
６
，
Ｏ

趣
刎
圃
零

Ｃｇ

垂
＊
レ
ユ
３
９

９
３
ハ
リ
八
Ｕ

ｔ
“
工
可
』
一
一
二

、
ｎ
４
．
『
』
ｕ

・
工

・
工
《
。
９
０

桂
瓠
印
画

く、・ユ

。
１
○
Ｋ

ａ
【
己
ｒ
皿
埴
並
並

、

並
Ｆ
Ｃ
・
１
・
１

・
１
ｒ
ｌ

if(argc!=2){

printf(''argc=%din'',argc);

Printf('!引数が違う。Inla'');
〆、

exit(1);

｝

/*キーワードを二次元配列keyに読み込む*/

if((finl=fopen(i'ccc!',''r!'))==NULL){

printf(IIFileccccannotopen!!Inla'');

exit(1);

）
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●
Ｑ
タ

●
Ｑ
タ

ｊｌ

ｊ

く

〆
ｔ
１

，
Ｊ
一

ｔ・工

皿
③
恥
，
ｅｘ

Ｎ
ｎ
（
Ｕ

二
ｅ
ｔ
、
、
ノ

。
Ｉ
。
可
エ
，
矧
４

Ｊ
ｒ
二
１
ｔ
’
二

、
Ｓ
１
二

・
１
９
－
、
ノ

幸
エ
ａ
、
ノ
、
ノ

ー
，
ａ
’
一

４
－
可
』
／
、
ｎ

《
。
・
１
ｎ
．
１

９
ｒ
Ｌ
ｅ
《
工

ａ
ｖ
》
１
｛
〃
ｌ

ｆ
ｌ
ｅ
ｒ
ｅ

Ｓ
勺
Ｋ
ｔ
；
ｓ

ｔ
〃
、
Ｓ
十
Ｏ

ｅ
ｖ
ジ
ｒ
Ｌ
＋
１
一

年
ら
、
凸
可
』
Ｃ

師
ｆ

ニ
エ
Ｃ
・
１

ｆ
ｔ
ｎ
ｒ
Ｌ
；
一
Ｕ
二

ｅ
ｒ
ｖ
Ｊ
＋
〔
Ｕ
ｒ

１
｛
ｔ
ｅ
＋
Ｃ
〃
Ｉ

・
工
ｓ
○
ｋ
・
１
ｋ
ｆ
ｌ

ｈ
一
工

Ｗ
１
Ｊ
・
１

/ー1

/*答えの候補を二次元配列angに読み込む*/

if((fin2=fopen(''eee'','ir'i))==NULL){

printf(IIFileeeecannotopen11Inla'');

exit(1);

）

while(fgets(b,64,fin2)!JUIL){

strncpy(ans[j],b,strlen(b)-1);

ans[j][strlen(b)-1]='lO';

j++;

aCOUNT++;

｝

if((r=fclose(fin2))==-1)exit(1);

ハヘ

/*距離をはかる*／
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ｆｊ

ｒ
ｌ
＋

、
ノ
＋

十
・
１

＋
。
，

町
晒
帥
邸

【
じ
く

ａ
・
工

く
。
ｐ

弓
』
《
Ｕ

●
，
二

《
Ｕ
・
工

二
〃
ｌ

弓
』
ｒ

〃
Ｉ
ｏ

ｒ
《
工

Ｏ
《
工

／*同じ文*／

if((fin3=fopen(IIfff'','iri'))==NULL){

printf(IIBUNcannotopen!!inlai');

exit(1);

｝

whﾕle(fgets(kiji,512,fin3)!=NULL){

if(strstr(kiji,ans[j])!=皿几L){

agyou=gyou;

）

if(strstr(kiji,key[i])!=NULL){

kgyou=gyou;

if(agyou==kgyou){

／／ Printf(''同じ文の中にありますbln'');

角

point[k]=30;

｝

）
PI

gyou++;

）

if((r=fclose(fin3))==-1)exit(1);

/*同じ段落*／

gyou=1;

if((fin4=fopen(argv[1],'irI'))==皿LL){

65



/へ

角

printf(IIKIJIcannotopen!!Inia'');

exit(1);

｝

while(fgets(kiji,512,fin4)!=NULL){

if(strStr(kiji,ans[j])!=NULL){

agyou=gyou;

｝

if(strstr(kiji,key[i])!=NULL){

kgyou=gyou;

if(agyou==kgyou){

//printf(!'同じ段落内にありますbln'0);

if(point[k]!=30)point[k]=20;

｝

｝

gyou++;

｝

if((r=fclose(fin4))==-1)exit(1);

／*同じ文書*／

if(agyou!=0"kgyou!=0){

if(point[k]!=20&&point[k]!=30)point[k]=10;

）

/*ない*／

if(point[k]!=10&&point[k]!=20"point[k]!=30)point[k]=0;

k++;
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｝

｝

●
Ｑ
ロ

＋＋ｕ

ｒ
ｌ
。
〃

×
垂
；

、
』
、
ｊＬ
側
ｊ

Ｌ
ｋ

ａ
、
ノ
－
－

皿
Ｌ
Ⅸ

鈍
い
・
１

，

皿

一
一

二
Ｉ
．
Ｉ
．
剛
型
ｘ

、
ノ
一
一
ｅ

凸
一
■
■
凸

刀
ｎ
５
！

ｅ
ｎ
、
ノ
、
ノ

０１

ノ
ノ
・
１
「
』
４
土

工
ｐ
△

＊
側
０
《
工
・
１

９

９
Ｆ
Ｉ
Ｌ

一
一

る
ｆ
‐
ｔ
２
ｙ
二

勺
。
０
４
土
ｅ
、
ノ

え
９
．
５
ｋ
ｊ

麺
・
勤
．
当
琿

数
註
ｄ

を
。
，
く
Ｃ
巧
幻
．
‐
軍

皿
唖
亜
弛
血
郵
到

数

の
．
，

ド
熈
韮
い
、
』
帥
鈍
主
い

く
Ｆ
Ｄ
Ｐ
工
“
上
毒
ら
ｒ
可
』
Ｃ

一
・
１
；
、
ｔ
ｆ
ｌ
ｆ
ｔ
・
１
《
工

；
〈
Ｕ
・
１
ｎ
ｔ
〃
、
ｓ
ｒ
Ｌ
ニ

ワ
０
二
ｆ
・
１
．
１
ｅ
／
１
ｕ
工

一
一
ｕ
ｆ
ｌ
ｒ
ｘ
旬
土
王

一
・
１
・
１
．
１
垂
Ⅸ

キ
く
垂
鉦
Ｐ
ｅ

ｈ

ｒ
ｋ
、
１
『
』
Ｗ
、
』
雄
迂

＊
○ノ
〃
《
工
、
〃

/一、

円

/*結果*／

k=0;

for(j=0;j<aCⅨ刑T;j++){

for(i=0;i<kCOUNT;i++){

Printf(''%d－－%s一一%sIn'',point[k]+kkazu[i],ans[j],argv[1]);
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k++;

）

｝

return(0);

｝

/*====＝=========＝======＝=＝====================＝======＝

/ー､ shelユプログラムkanzentaﾕ.sh2を作成するwatasu2・c

=========＝=========＝=＝======＝======＝=========＝=＝==*／

ジ
ン
ン

ン
ｈ
ｈ
。
、

。
、
・
・
。

。
ｂ
命
ら
ｔ

ｏ
・
１
ｎ
ｒ

●
１
『
土
・
１
ｅ

○
ｑ
、
ｑ
ｒ
ｓ

鈍
蔀
乱
塞

ぐ
く
く
く

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

○
。
。
。
ｄ
ｏ
ｑ

ｕ
ｕ
ｕ
ｕ

ｌ
１
１
ｌ

Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

ｏ
工
・
工
・
ユ
・
ユ

＃
＃
＃
＃

●
●
〃

●
Ｇ
ヶ
『
Ⅱ
Ⅱ
ゴ

２
６
ｆ
５
＊
２

Ｊ

〃
↑
Ｉ
Ｌ

く

１
－
《
工
。
，

、
《
工
ｕ
・
１

・
工
＊
ｂ
９

ａ
ｒ

、

唾
垂
ｔ

ｌ
ｈ
ｎ

正
Ｆ
Ｃ
・
１

・
１
ｒ
Ｌ

岸、

迂((fl:=fopen(I'xxx'',i'r''))==NULL){

printf(IIFileV'cccV!cannotopen!!Inla'');

exit(1);

｝
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if((f2=fopen($'kanzentai.sh2'',I'w''))==NUIL){

printf(IIFileVIkanzentai.sh2V'cannotopen!!Inla!I);

exﾕt(1);

）

●
●
〃

●
Ｑ
タ
、
日
″
夕

、
ロ
ノ
０

，
《
。

、
、
。
、

。
、
Ｓ

詔
・
エ

ｂ
ａ

ノ
〃
。
ｔ

、
ｎ

．
１
ｅ

恥
》
＃
ｋ
９
９

２
２
ｆ
ｆ
く
く
ｆ
ｆ
並
並

・
ユ
・
１

ｒ
ｒ

、
凸
、
坐

ｆ
ｆ

/一、
while(fgets(buf,256,fl)!=肌几L){

for(i=0;i<(strlen(buf)-1);i++)fputc(buf[i],f2);

fprintf(f2,$'!');

｝

if((r=fclose(fl))=-1)exit(1);

return(0);

）

P，

/*==========＝=＝=====================＝===================＝

検索結果の解析系を1コマンド化したkanzentai.sh3

ノ
ノ＊

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

二
ｈ
一
率
｛
ん

一
一
ｎ

二
・
ユ

ニ
、
Ｄ

二
ノ
ノ
ニ
■
■
■
■＃

forkijifile
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do

ｅ
ｌ
－
・
ユ
戸
工
・
ユ
．
』

・
工ｋ命の

ｅ

ｄ
ｅ
『
Ｌ

ｄ
１
－
・
１

．
・
１
《
工

《
工
・
１

０
・
１
当
Ｊ

。
『
』
・
工

・
１
、
Ｋ

ｎ
○
ｋ
命
⑩

ｅ
Ｏ
金
や

Ｓ
ｏ
ｎ
ｕ

唾
皿
皿
ｗ

ｃ
ｋ
ｂ
ｈ

done

/*==================＝===＝====＝======================＝=＝

/へ 結果のソート以前を1コマンド化した1ranzentai・sh

=====================================================＝==*／

#!/bin/bash

１
２
ｈ
ｈ
Ｓ
Ｓ

●

●

・
工
◇
工

ａ
ａ

ａ
ｔ
ｔ

ａ
ｎ
ｎ

ａ
ｅ
ｅ

ｚ

錘
醒

ｂ

麺
皿

○
ｂ

ｂ
、
Ｋ
ｓ
、
Ｋ
ｓ

ｂ
・
・

◎
ｂ
ｘ
・
１
ｘ
・
１

ｂ
ａ
十
ａ

ｌ
計
ｔ
２
ａ
ｔ

ｎ
・
工
ｕ
ｎ
ｕ
ｎ

ｅ
ｅ
ｓ
、
ｑ
ｅ
ｓ
、
。
ｅ

Ｓ
ｓ
ａ
Ｏ
Ｚ
ａ
Ｏ
ｚ

ａ
唾
誠
皿
麺
註
皿
麺

ｈ

Ｃ
ｓ
Ｗ
Ｃ
ｋ
Ｗ
Ｃ
、
Ｋ

P、

zmbbb

Ｃ
ｄ
Ｃ
ｄ

Ｃ
勺
ｄ

ｍ
ｍ

rmeee

Xmfff

70



r、天文文

１
２
ｈ
ｈ
ｓ
ｓ

●

●

・
ユ
・
ユ

ａ
ａ

，
七
・
七

、
ｎ
ｅ
ｅ
ｚ
ｚ
麺
ｍ

ｚｚ

ｚ
ｋ
、
Ｋ

ｍ

ｍ
ｍ

ｒ

/*=======================＝=========＝====================＝

解答候補のソートをするtori.c

/~、
=========＝==============================================*／

#include<stdio.h>

#include<stdlib.h>

シ
ン
ｈ
ｈ
●
●

岸
ら
ｔ

ｎ
ｒ

ｏ
１
ｅ

ｒ
ｓ
鈍
壺
く
く
ｅ
ｅ

勺
ｑ
、
ｑ

ｕ
ｕ

ｌ
｛
『
上

Ｃ
ｃ
ｎ
ｎ

●
工
・
工

＃
赴
函

intmain()

｛

FILE*fl;

charbuf[256],gomil[256][256],moto[256][256],yobi[256];

intr,a=0,b=0,gomi2[256],max,s,t,i,j;

侭、

if((fl=fopen(!'text!',i'r''))==NULL){

printf(IIFilel''textV!cannotopen!!inla$');

exit(1);

）

while(fgets(buf,256,fl)!=皿几L){

6
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strcpy(moto[a],buf);

strncpy(gomil[a],buf,2);

gomil[a][2]='lO';

a++;

｝

if((z=fclose(fl))=-1)exit(1);

●
●
〃ｊ劃に

剣
工
・
工ｍＯ

ｒ
工
帝
ら

』
く
＋
・
工

計
Ｏ
；
誠一一
却
剴

●
●
ウ
ｒ
日
日
』

０
２
壬
・
１ｍ

●
●
〃
〃
口
凪
、

Ｏ

ａ
工
艮
）

二
Ｏ

ｂ
壷
工

/一､

｝

gomi2[b]='lO';

ｆ
ｆ
ｊ
ｊ琴

ｒ
ｌ
＋

ｊ

＋

十
。
『
』
、

十
；
ン

・
工
。
。
、

膿
〕
『
１
Ｊ

。
，
『
Ⅱ
』
〆
、
・
１
Ｊ

イ
エ
・
１
・
可
』
ｒ
Ｌ

Ｆ
Ｉ
Ｌ
。
〃
句
二

や
狸
鉦
、
兆

・
１
、
・
１
Ｏ
弓
Ｊ

；
Ｏ
一
一
庁
ら
ｒ
Ｌ

〈
Ｕ
命
ら
．
『
』
〃
Ｉ
〔
竺

二
二
・
３
ｆ
、
季
Ｌ
・
１

琴
・
工
ｒ
・
１
皿

・
ユく

こ
Ｏ
Ｏ

ｒ
ｍ
ｓ
戸
工
庁
ら

Ｏ

一
一
●
，

琴
・
１
》

ｆ

一
一

ｍ
ｓ

戸、

｝

）

t=gomi2[i];gomi2[i]=gomi2[s];gomi2[s]=t;

strcpy(yobi,moto[i]);strcpy(moto[i],moto[s]);strcpy(moto[s],yobi);

｝
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●
●
タ
ｊｌ・工に０．ｔ

、
ノ
Ｏ

＋
、
＋
３

．
ユ
側

。
，
。
，
ｓ

毛
や
咄
；

ｂ
・
１
ｒ
、
、
Ｊ

、
』
．
，
ｆ
Ｏ

５
０
ｔ
く

⑪
作
・
亜
唖

《
工
ｒ
Ｐ
ｔ

・
工
Ｏ
ｅ

戸
工

工

｝

/*===============＝======＝=＝============================＝

全てを1コマンド化したhoghi.sh

/一、

ノ
ノ＊

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
釦
二
ａ

一
一
ル

ー
ｎ
一
画
二
ノ＃

k局n/entai・sh>text

tori

rmtext

ｴ、月月員

/*==========================＝============================＝
角

JAVAの表示系プログラム

〃
／＊

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一
湾

一
一
●

二
・
も
。
，

二
ｎ
＊

二
ｅ
・

三
；
ｖ
庁
ら

二
＊
ｅ
。
，
ｎ

一
一
・
・
津
、

諏
誠
．
、
昼

一
一

一
一
●
●
●

亟

二
ａ
ａ
ａ

一
一

諏
諏
諏
諏

一
一

二
。
』
．
』
。
』
。
Ｊ

一
一

一
一

式
式
式
式

一
一

二
０
０
０
０

一
一

坪
呼
呼
叩

・
工
・
１
・
１
・
ユ
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publicclassTakoextendsFrameimplementsActionListener{

JTextAreajta;

JTextFieldjtf;

Buttonbutl,but2;

Listlis;

publicstaticvoidmain(Stringargs[]){

Takof=newTako();

f・start();

）
/一、

●
Ｑ
夕
ｊｊく

●
■
〃

ｔ

ｊ

ｕ

、
ノ
。
。
〃
０町

ｊ

；
ｔ
ｓ
。
，

、
ノ
・
１
・
工
、
ノ
幸
上

甑
仙
畝
．
，
唖
伽

０９

・
も
ｒ

；
ｘ
く
虹
岨
０
虹
乱

、
ノ
ｅ
ｍ

ｒ
ｌ
Ⅱ
ｅ
ｎ
ｎ
『
土
［
、
麺

０
ム
く
ｔ
ｅ
ｅ
ｅ

ｎ
Ｓ
；
皿
ｅ

ｕ
虹
ｔ
Ｍ
Ｗ
Ｐ

韮
テ
ｅ
ｎ
１
Ｗ
、
ノ
Ｐ
、
Ｗ

函
奉
Ⅲ
ｅ
ｆ
ｔ
ｅ

咋
皿
ｎ
Ｗ
ｔ

Ｗ
Ｏ
一
一
；
帥
ｅ
ｕ
証

印
極
坤
、
ノ
垂
誼
沖
醍

ｅ

・
工
△
Ａ
ｎ
ｘ

『
上
ｎ
ｕ
二
、
Ｃ
ｅ

垂
岫
皿
ｕ
堕
醍

ｂ
Ⅱ
ｘ
〃
、
△
Ａ

ｕ
〃
Ｉ
ｅ
、
。
ｑ
ｑ
ｎ
ｔ

、
▲
工
○
。
ｏ
ｑ
《
回
○
ｑ
ｅ
『
Ｌ
ｅ
『
Ｌ

ｅ
ｕ
ａ
ａ
Ｍ
聖
ｅ

昼
皿
・
ｔ
信
ｅ

叩
釦
語
ｘ
ｅ
麺
ｅ
亜

Ｓ
Ｎ
ｅ
ｅ
咋
坤
ｓ
Ｐ
ｕ
Ｐ

戸、

ueue・setLayout(newGridLayout(3,1));

Labellab=newLabel(I!質問文を入力してください。

ueue・add(lab);

jtf=newJTextField();

ueue.add(jtf);

(?は付けないでね)‘')；
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●
●
〃
ｊＯ

－
不表事記でクツリ
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光
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Ｇ
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ｊ

ル
垣
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ブ
Ｏ
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ｌ
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ｅ

く

麺
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〕
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；
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ノ
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率
．
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．
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ｈ
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．
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土
／
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；
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；
Ｌ
、
ノ
ｅ
寺
Ｊ

皿
函
⑳
宰
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ノ
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；
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Ｓ
Ｗ

ｅ
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ｎ
側
ｓ
ｓ
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ａ
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似
睡
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伽
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》
．
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伽

皿
即
吹
津
Ｃ
ｔ
ｕ
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浬
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ｒ
Ｐ
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ｓ
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ｆ
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９
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‐
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Ⅲ
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Ｗ
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垂
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Ｗ
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⑯
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Ｗ
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．
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０
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０
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ｎ
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Ｂ
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司
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４
４
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亜
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垂
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ａ
ｅ
ａ
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ｌ

麺

『
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ｔ
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砿
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ｔ
ｔ
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・
ｓ
ｓ

ｅ
土
ａ
帥
超
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ｕ
Ｏ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｕ
ｌ
ｌ
ｕ
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．
Ｊ
・
Ｊ
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ａ
ａ

/一、

声、

●
●
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デ
１
ｊ

、
』
ｄ

く

ｅ

ｔ
ｒ
工
。
ａ
ｒ

・
七
Ｏ

Ｓ
。
，
１
－

、
ノ
Ｏ

Ｑ
ｑ
、
）
〔
し

・
工
（
Ｕ
ｒ
、

◎
一
◎
ｄ

ｖ
，
ｎｍ

Ｏ

Ｃ
０
．
１
５
ｒ

ｌ
〃
Ｉ

ｇ

叱
空
唯

ｐ
△
・
１
ａ

Ｑ
〕
Ｂ

・
も
・
ｔ

ｅ
ｅ
ｓ
ｓ
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show();

｝

●
●
〃

ｆ
ｊ

、
Ⅱ
ノ
Ⅱ

ｅ
ａ
ａ
ａ

ａ

ｒ
『
Ｌ
１

並
刀
くｍ

ｅ
ｒ
ｌ
、
ノ

ｖ
、
Ｊ

く

。
。
ｅ

醒
刀
ｒ
麺
ｔ

ｏ
〃
ｌ

皿
暉
訓

唾
ｄ麺

Ｃ

Ａ
Ｃ
Ｐ
ｏ

、
ｎ
ｔ
《
工

く

○
ｑ
０
０
ｕ
ｆ
ｌ

睡
並
函
皿
麺

０
。
１
“
Ａ
；
・
１
ｒ
；

《
工
ｔ
ｔ
、
ノ
君
だ
ｔ
、
ノ

エ
Ｃ
ｅ
〃
１
【
、
Ⅱ

髭
Ａ
ｇ
燕
諏
並
×
め

ｔ
。

、
ｅ
ｅ
ｅ
ｎ
．
１
ｅ
だ

０
庁
ら
ａ
Ｔ
ニ
ェ

・
１
。
〃
、
七
ｓ
Ｐ
、
Ⅱ

七
；
Ｓ
ｅ
Ｏ
Ｏ
〃
叱

塞
、
ノ
『
土
庁
ら
ｆ
Ｗ
・
１
ｎ

Ｃ

ａ
〃
Ｉ
ｎ
Ｕ
ａ
。
ｔ
『
Ｌ

ｅ

叩
迂
皿
壺
叩
吐

ｓ
ｒ
、

。
。
『
土
七

・
１
ａ
；
・
工
ｅ
当
Ｊ
ｅ
ｓ
；
Ｃ
・
１

０
ｘ
・
ニ
ェ
、
▲
、
ノ
ｘ
ｒ

叩
０
ｅ
Ⅲ
Ｓ
ｔ
ｓ
；
Ｅ
Ｐ

ｖ

麺
〃
■
皿
。
Ｄ
、
Ｈ
ノ
グ
Ｉ
、
・

ｅ
ｅ
・
○
Ｋ
ｎ
Ｄ

Ｃ
・
ｓ
、
◎
庁
ら
ｔ
ｎ
、
ノ
〃
Ｉ
ｈ
ｒ

・
１
Ⅱ
０
ｅ
Ⅱ
ｎ
ｕ
ｅ
ｌ
｛
〃
Ｉ
ｅ
Ｃ
ｒ

１
ｔ
Ｐ
ｔ
く
・
１
ｒ
，
Ｐ
迂
泣
宰
醍
誠
ｅ
汎

叱
・
理
準
泥
迂
迂
可
畦
Ｓ
・
工
０
１
｛
Ｃ
ｍ
ｒ

Ｄ
１
ｅ
ｄ
ｑ
〕
Ｓ
ｔ
（
Ｕ
ｔ
工
１
－
Ｃ
Ｉ
Ｊ
ｅ
Ｉ
Ｊ
ｔ

ｅ
ｅ
ｎ
Ｐ
Ｃ
・
ｔ

６０

〃
Ｉ
Ｓ
『
土
・
１
。
。
ｓ
ｓ

－
工
『
Ｌ
・
１
エ
ｓ
ｓ
ｏ
ｖ
》

・
１
、
〃
ｅ
【
握
、
凸
、
凸
ｐ
△
《
工
内
、

/ー、

戸、

ProcessProcess=Runtime・getRuntime().exec(IIhoshi.shII);

InputStreamis=process・getlnputStream();

BufferedReaderbr=newBufferedReader(newlnputStreamReader(is));

Stringline;

liS.removeA11();

lis.add('!ポイントーーー人数---記事名In'');

while((ﾕﾕne=br・readLine())!=null){
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lis.add(1ine+''Ini');

●
０
ヶ

●
●
夕

ｊ

ｊ

１
Ｊｓ

一

・
ユ

ｊ

く

く

ｒ

ｈ

ｅ

酢
ｄａ

ｎ

ｅ

ｅ
；

錘

１

Ｊ

●

２

１

ｓ
ｅ

ｓ

十
ｒ

９

ｔ

Ｏ

吟
迎
Ｌ
ｑ
Ｌ
０

口
〕

ｊ

十

．
七

誠
ｕ

、
ロ
ノ
、
■
ノ

、
■
ノ
９

叩

〃
、
Ｃ

》
川
鯏
沁
和

０
ｅ
ｅ
ｆ
、
ｎ皿〃１

〔
し
、
。
ｏ

ｎ
；
、
、
ノ
ｒ

◎
ｒ
工
、
ノ
》
土
ｆ
、
ｅ軍
ｄ
ｒ
ｆ

・
１
、
ノ
〃
ｋ
’
七
ｅ

麺
壺
．
ｍ
批
睡
Ｄ
；

ｔ
Ｏ

●
●
夕

Ｃ
二

、
二
画
■
″
夕
■
■
■
●
《
、
Ｕ
ｎ
″
夕

Ａ
ｔ
ｌ
ｔ
ｌ

ｍ
唾
ｄ

・
－
０
〕
一
、
Ⅱ
〃
夕
一
口
Ⅱ
一
●

皿
よ

よ
ｅ
く
ｄ
ｌ
Ｐ
率
二

斤
ろ
ｘ
ｅ
ｓ
Ｒ
ｎ

だ
・
ｅ
・
も
）
上
ｅ
！
だ

嘩
〃
ｔ

ｅ
。
。
庁
ら
ｅ
ｔ
《
工
、
ノ
；

工
ａ
ｅ
ｎ
ｇ
摩
吐
、
ノ
、
ノ
ｒ

、
１
．
１
。
ｒ
、
Ⅱ
ｒ
ｌ
Ｏ

ｒ
Ｌ
Ｏ
ｆ
ｌ

、
ノ
ｓ
○
。
ｅ
工
ｅ
・
一
回
、
ノ

工
ｅ
ｎ
ｒ

乱
ｔ
ｔ
Ｓ
ｍ
串
Ⅳ
ｍ
ハ
ｅ
虹

ｅ
ｒ
ｅ
穴
，
ｔ

ｅｎ
Ⅱ
；
；
Ｃ
ｅ
○
ｂ
ｔ
ｅ
ｅ
Ｌ
＋
、
側

卯
沁
、
ノ
、
ノ
ｅ
Ｃ
ｅ
Ｏ
く

◎
〃
Ｉ
庁
ら
ｕ
ｎ皿Ｏ
二
型
、
・
１
ｎ

．
１
ｎ
ｅ
Ⅱ
Ⅱ
／
、
『
Ｌ
・
Ｓ

ｔ
『
１
。
Ⅱ
側
１
ｅ
ｓ
。
《
比
工
工
ｅ
・
１
ｔ
『
Ｌ

Ｐ
泣
辿
ぱ
ぱ
虹
輻
皿
錘
手
や
ｂ
沁
極
。
即
亜

ｅ

Ｃ
・
工
ｅ
ｘ
ｘ
ｅ
ｅ
二
二
ｓ
ｓ
工
ｒ
ｄ
Ｃ
・
１

ｘ
ｒ
ｓ
ｅ
ｅ
ｖ
缶
ら
４
上
〔
皇
ｅ
・
１
ｅ
側
ｎ
ｘ
ｒ

皿
画
Ｔ
Ｏ
・
ｓ
Ｓ
ｃ
．
．
，
〃
、
命
ｅ
Ｅ
Ｐ

宕
旦
、
凸

ｔ
ｍ
ｓ
Ｏ
ａ
ｅ
ｅ
、
ム
／
、
・

麺
ｅ
ｎ
江
、
ｈ
ｒ

″
〃
ｕ
、
●

ｈ
ｒ
Ｃ
ｅ
ｅ
ｅ
・
工
缶
ら
庁
ら
ｒ

零
Ｃ
ｒ

Ｃ
ｒ
ｌ
Ｓ
Ｓ
ｒ
ｌ
－
ｎ
ｎ
、
凸
ｅ
《
比
・
工
ｅ
・
工

或
信
江
ｆ
ａ
ａ
鉦
ｍ
ｍ
ｒ
ｌ
迂
函
１
紅
ｕ
ａ
韮
ｅ

可
宰
Ｓ
工
ｇ
ｅ
／
Ｉ
ｔ
Ｃ
、

函
１
Ｊ
？
『
』
．
『
』
１
Ｓ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
．
『
』
Ｉ
Ｊ
ｅ
工
Ｊ

Ｃ
・
工
ｔ
ｔ
・
１
・
１
ｔ
ｔ

、
ｊ

ｔ
ｅ
ｅ
Ｃ
ｕ
《
工
・
１
。
『
Ｌ
ｔ

ｓ
Ｓ
ｓ
０
，
凸
玉
工
ａ
・
１
Ｓ

ｖ
》
１
１
ｒ
ｎ
ｕ
ｔ
ｔ
ｈ
ｖ
ジ

エ
Ｊ
Ｑ
〕
、
士
ｅ
、
〃
ｅ
Ｐ
》
Ｌ
Ｂ
ｑ
〕
。
『
』
Ｗ
、
〃
ｑ
〕

'一、

角
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イー、

/一、
、

）

｝

｝

/*=========＝===============＝=＝====＝=:＝=========＝======＝

まとめQAsystem

============＝=======ﾆー ｰー ｰー ===========================＝==*／

#!/bin/bash

javaTako
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